
愛媛県総合体育大会出場
６月３日（金）から５日（日）に
かけて、愛媛県高等学校総合体
育大会が行われ、卓球部とバドミ
ントン部が出場しました。卓球部
で出場した選手は、１年生でした
がとても勢いのある試合をしまし
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米国デンバーベアクリーク高校
生徒たちと国際交流

６月12日（月）、アメリカコ
ロラド州デンバーのベアクリー
ク高校の生徒31名と教員等６
名の総勢37名が来校し、本校
の学生と国際交流を行いまし
た。
午前中は、商船1年の漕艇通

信の授業に合流し、一緒にカッ
ターを漕ぎました。午後から
は操船シミュレータを見学し、
その後商船4年生と交流しまし
た。最後に商船5年生の体育に
参加し、一緒にソフトボールを
楽しみました。
デンバーの高校生は海や船を

ほとんど見たことがないため、

とても楽しそうでした。また、
本校の学生も積極的に話しかけ
てコミュニケーションを取り、
双方にとって有意義な1日にな
りました。

男女共同参画推進講演会実施
６月15日（木）、２年生及び

教職員を対象として、男女共同
参画推進講演会「デートＤＶ―
相手を尊重する関係をつくる
―」を実施しました。
愛媛県県民環境部県民生活局

男女共同参画・県民協働課によ
る講座として、DV防止対策推
進会議委員稲見和子先生にお越
しいただき、本校の学生相談室
と男女共同参画推進室が主催し
ました。
男女が対等な立場で尊重でき

る関係について、幅広い内容を
お話いただきました。参加した
２年生約130名は、皆熱心に講
師のお話に聞き入っていまし
た。
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弓削高等学校 http://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

弓削商船高等専門学校 http://www.yuge.ac.jp/

た。良い経験
になりました。
バドミントン部
は、残念なが
ら１回戦で敗
退していましま
したが、手に
汗握る熱戦でした。３年生はこの
試合で引退になります。部活動を
通して学んだことを活かして進路
実現に向かって頑張ってほしいと
思います。

第20回俳句甲子園
四国地区大会に出場

NPO法人俳句甲子園実行委
員会主催の第20回俳句甲子園
四国地区大会が松山市大街道で
実施され、本校からも７名の生徒
が出場しました。予選ブロックで、
松山東高校、済美高校と対戦し、

残念ながら負けてしまいましたが、
兼題「ガーベラ」について、とて
もきれいな景の俳句を詠んでくれ
ました。

「えひめサイエンスリーダースキ
ルアッププログラム2017」に参加
７月８日（土）・９日（日）、愛媛
大学において「えひめサイエンス
リーダースキルアッププログラム
2017」が行われ、本校から３名
の生徒が参加し、研究の基礎を
学びました。大学を初めて見たと
いう生徒もいて、生徒にとって大
変有意義な
時間を過ご
すことがで
きたと強く
感じていま
す。

上島の遺跡 / 島おこし協力隊活動報告

こんにちは。偶数月担当の大西です。
本当に月日が経つのは早いもので、来月
で協力隊となり丸２年になります。上島
町に来る前は松山市の中心部に住んでい
て、いろいろな意味で、たくさんのもの
が周りにありました。ですが今、その当
時にはなかったものが身近にたくさんあ
ります。例えば、人の声。今は挨拶など
の声かけや、「今日は○○が採れたよ」
といった世間話が日常的にあります。あ
とは音。２年前、日常にあった音は、車
が走る音や様々な電子音でした。今はウ
グイスの声や風で揺れる木々の葉の音
が、耳を澄まさなくても聞こえます。私
は今の生活が豊かで、幸せに感じていま
す。
さて、今年度も 6月から「地域ふれ
あい学習会」の開催が始まりましたが、

参加されたことがありますか？これは、
学校・家庭・地域が一体となって、地域
の人権問題について考える会です。6月
は生名小学校で、授業参観の後開催さ
れ、前半は児童からポップコーンの会と
の交流についての発表、後半は「障がい
者や高齢者にも住みよいまちをつくって
いくためには」というテーマでグループ
トークを行いました。7月は弓削高生か
ら、部落差別について授業で学んできた
ことの発表があり、差別はなぜ生まれ、
現在まで残っているのか、そして差別解
消のために何ができるのか、高校生と参
加した皆さんで話し合いをしました。こ
ういった取り組みが、より住みよいまち
づくりに繋がっていくと思います。ぜひ
一度、地域の学習会に足を運んでみてく
ださい。

障がい者や高齢者にも住みよいまちに島おこし協力隊活動報告

弓削地区地域ふれあい学習
会の様子

「昭和27年３月越智郡岩城村西部八
幡社裏山より土器石器等出土の様子を
知り生徒数名と共に調査を実施する。
その時、山杯、須恵器、鉄鏃等を発見し
た。その後昭和38年４月（中略）、岩城
村小漕より後期縄文土器の破片を多数
発見した。」（橋田武『岩城村埋蔵文化
財の研究』昭和38年７月10日）
当時、岩城中学校の教諭であった橋
田武氏は、この著書の中で、岩城島から
出土した遺物からその時代の生活や文
化、環境の考察を試みています。現在の
研究成果からすると受け入れがたい論も
見受けられますが、橋田氏が教え子と共
に実施した一連の調査は、岩城の考古
学における記念碑的偉業です。
橋田氏の意志を受け継ぐかの如く、岩
城島や津波島での精力的な踏査を実施
したのが児島公尊氏です。児島氏は、昭

和20年代から30年代にかけて岩城島
で少年時代を過ごしました。歴史好き
な考古少年であったようです。進学や就
職で10年ほど郷里を離れましたが、20
代後半で旧岩城村役場に奉職すること
となりました。休日になると野山を歩き、
多くの遺跡を発見しました。津波島での
新たな後期旧石器時代の遺跡の発見、
岩城島の古墳時代後期の製塩遺跡であ
る石風呂海岸遺跡の発見等、その功績
は枚挙に暇がありません。また、佐島の
宮ノ浦遺跡の発掘調査の端緒は、児島
氏の製塩土器の採集でした。
その後、児島氏は、芸予諸島の石造物
の調査や弓削島荘の調査に尽力されま
したが、近時帰らぬ人となりました。児
島氏の遺された資料は多く、それらを整
理することが、巨星の意志の受け継ぎで
あると感じています。
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岩城の考古学徒上島の遺跡2

旧岩城村地形模型
昭和43年5月時点での遺
物出土地が記されています。
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